
サッカークリニックin東京　　　　　　　　　　　堀内　徹
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4歳からサッカーを始める。
小６の12歳まで豊田ＦＣでプレー。

中学は横河武蔵野ＦＣJr.ユース所属、エリート集団の中で実力不足や
自身の心と体の成長が遅く、多くの挫折を経験。

高校時は、実践学園高等学校サッカー部所属。
怪我が多く選手権時に手術が決まり、全く結果が出せず後悔と挫折
を経験

大学を3年夏時に単身ヨーロッパのドイツへ。
数シーズンを経験し隣国のオーストリアのウィーンのクラブにてプロ
契約。

帰国し半年日本でプレーした後にアジア・オセアニア地区のオースト
ラリアのクラブからオファーをもらい契約。



スクール、クリニックを行うキッカケと理由

ヨーロッパでプレーしていた隙間時間に自チームの下部組織u-15～9の指導経験がキッカケ。

ドイツ、オーストリア、日本と比べた時にそれぞれに違いがあり、良いところとそうでないところがあった。

良いところを上手く混ぜ合わせて構築したものを伝えて日本の育成年代や指導者に還元できればサッカーを楽しむ
人口が増えるだけでなく優秀な人材も増える。また、心の柔軟性や人間性も養えるのでサッカー外の社会でも自主
性のあるクリエイティブな人材を輩出できる。

島国日本ではまだまだ視野が狭く固定概念が根強い。外の世界にはたくさんの選択肢や考え方がありそれらを知る
だけで子供達の未来はより明るくワクワクしたものになる。少しでもその経験を伝えて可能性を広げてほしい。







親御さんへ伝えたいこと
❖ 可能性が未知で大きい。だからこそ親御さんのサポートが必要です。：バランスが大事。

❖ 子供の気持ちや思いを押さえ込まないコミュニケーション：引き出す、状況にあったコーチング

❖ 成長に欠かせない日頃の食事、体と心のケアそれに伴う睡眠。：足し算ではなく引き算

❖ ミスや失敗の捉え方。どんどん行動、チャレンジしていけるように。：シンプル。成長の経験値。ある程度寛大な心で

❖ 海外経験、文化、食事、育成、移籍、渡欧方法、プロの環境、トレーニング、困難とその乗り越え方、心の鍛え方、失敗エピソード：需要があれば。

❖ その他、質疑応答。

❖ サッカー選手とその親御さんへパーソナルトータルコーチングの存在。

❖ 僕自身決して楽しい事だけではなかったですが海外や日本でのサッカーを通して多くを学び成長をしてきました。そしてこれからも得た経験でサッカー
が好きな心豊かで未来のたくさんある選択肢にワクワクする育成年代の子供が増えていく活動をしていきたいと思います。





❖ Was werden wir an diesem Tag tun?(maxim100min):zum beispiel U-12,11,10
※各自事前に静的ストレッチをしていると仮定。レストをこまめに。

• ウォーミングアップ、ジョギング3分～2分、上半身中心のエクササイズを混ぜる

• 鬼ごっこ系orスプリント系で下半身に刺激　→合間に下半身エクササイズ

• パス&ムーブ２人組～４人組２パターン（キーパーはここまで一緒に）　：質と意識の向上と要求

• 1on1でボールキープ　：腕の使い方、ボールと保持の意識バランス

• アジリティ＋スプリント＋1vs１or 2vs２→シュートをコース打ち切る

• チーム決めの後シュートゲームを10min

• 時間がなければシュートゲームなしで、ゲーム8対8～11対11　：７～12minを最低１人3回が理想

• クールダウン、軽いストレッチ。　：帰宅後すぐの食事、就寝前のケア



–Tetsu Horiuchi

“Schritt für Schritt”

Vielen dank für eure hilfe.


